
どうして人は犯罪や非行をしてしまうのでしょうか?
2017年には、５万人を超える少年が警察に検挙され、2,000人以上の少年が少年院に新たに収容されています。非行
の背景は様々ですが、家庭、学校、職場への不適応や被虐待経験など少年を取り巻く環境には様々な課題があります。

犯罪・非行という社会課題について、 “わたし”と“地域”と“立ち直り”をテーマに一緒に考えてみませんか?

審査・講評いただく方

元保護司
Café LaLaLa店主
中澤照子 氏

株式会社 Ridilover

安部敏樹 氏
一般社団法人リディラバ代表理事
株式会社Ridilover代表取締役

東京大学在学中の2009年に社会問題
をツアーにして発信・共有するプラットフォー
ム『リディラバ』を設立。「社会の無関心を
打破する」ことをミッションとして、多方面か
ら誰もが社会問題に触れやすい環境整備
を目指して活動している。

学生×社会人

こんな学生の方は、ぜひ御参加ください!

☑ 社会で活躍する人と議論したい
☑ 社会課題の解決に興味がある
☑ 地域活性化について考えたい
☑ 教育・福祉・メディアに関心がある

※知識や経験、専門性は問いません

募集〆切

11/7(木)

場 所:Yahoo!LODGE
千代田区紀尾井町1-3
東京ガーデンテラス紀尾井町17階

東京メトロ永田町駅９a出口直結
赤坂見附駅D出口より徒歩3分

2019.12.7(土) 13:00～17:30

ダンサー・女優

甲田真理 氏
SUN RHYTHM,INC. 代表取締役
自力で貯めたお金でニューヨークに語学留学、
ダンスは独学。NYアポロシアターで年間優勝、
米国永住権取得。ディズニー配給ハリウッド映
画「ステップ・アップ」シリーズ４作品連続出演。
TVやCM、 ダンスコンテスト多数優勝。
現在は、世界各国のTV、イベント等に出演し
ながら、アジアの孤児院・少年院でのダンスレッ
スン・講演会なども行っている。

主催 法務省

事務局 法務省矯正局総務課
Tel  03－3580－4111(内4317)
Mail  kouseisien@i.moj.go.jp

Facebook Japan
執行役員（公共政策統括）

小堀恭志 氏

申し込み方法
「①氏名」 「②学校名」 「③学年」 「④関心のある分野や専攻分野」
を記載の上，右記メールアドレスに送信してください。
○お申し込みが多数の場合、抽選にて参加者を決めさせていただきます。抽選結果は、後日、御登録いただ
いたアドレス宛てにメールにて御連絡いたします。
○2020年４月に開催される国際会議へ参加いただく可能性があるため、参加者は 来年４月の時点で在学
（院）予定の学生を優先させていただきます。

社会福祉法人 福祉楽団
飯田大輔 氏

社会福祉法人福祉楽団・理事⾧
株式会社恋する豚研究所代表取締役

「これが本当にその人にとって最善なのか?」
を問い続け、ケアを実践。
障がい者など多様な人が働ける場所を作るため、
2012年に（株）恋する豚研究所を設立。
農業、環境など従来の福祉の枠を超えた事業
を進め、様々な人が集う実践の場となっている。

NPO法人
セカンドチャンス!

中村すえこ 氏



様々な分野で活躍されている方からお話を伺った上で、学生と社会人が一緒になって「非行を身近な問題として捉える
には?」、「立ち直りに自分たちは何ができる?」など、 “わたし”と“地域”と“立ち直り”について考えます。

国連犯罪防止刑事司法会議（京都コングレス・サイドイベント）で発表!

みごと入賞された方は各国参加者の前で発表の機会が!

2020年４月、世界各国の法務大臣・検事総⾧など約4,000人の法曹関係者が集まる「国連犯罪防止刑事司法会議（コング
レス）」が京都で開催されます。会議のテーマは“誰一人取り残さない”社会の実現のため、刑事司法が取り組むべき課題。

開場 12:30～

13:00 ー 13:15 挨拶・説明

13:15 ー 14:15 話題提供

14:15 ー 16:30 グループワーク

16:30 ー 17:15 発表・審査

17:15 ー 17:30 講評

※イベント後には意見交換会も（任意）

タイムスケジュール（予定）

そんなあなたのために・・・

「事前勉強会」やります!

・興味はあるけど、ついて行けるか不安…
・参加する前にいろんなことを知りたい!

【予定】
・少年院の見学
・ソーシャルファームのスタディーツアー
・ドキュメント映画鑑賞会
etc.
＊任意の参加です。
＊詳細は、後日、イベント参加者に連絡します。

学生×社会人でアイデアソン

「再犯防止」という言葉を聞いたことはありますか?

少年院を出た非行少年の５人に１人は、５年以内に再び犯罪や非
行をしてしまうという調査結果があります。（平成30年犯罪白書・5-2-5-4図）

こうした中、2017年に、犯罪や非行の繰り返しを防ぐための取組の基
本方針などを定めた「再犯防止推進法」が施行されました。

これまでも、刑務所・少年院では再犯防止に向けた教育プログラムや
支援に取り組んできましたが、法律を受けて、自治体や企業・NPOなど
地域と連携した取組を、刑務所・少年院の中と外（地域）で進めよう
としています。

しかし、このような取組を進める中で、今まで見えてこなかった様々な壁
に直面しています。

「どうして非行をしてしまうのか?」、「立ち直りには何が必要?」、「地域
で何ができる?」法務省が探し求めている答えを一緒に考えませんか?

話題提供

グループワーク

発表・審査

ネットワーキング

アイデアソンとは･･･ アイデアとマラソンを掛け合わせた造語で、ある特定のテーマについて多様なメンバーが

集まり、対話を通じて、新たなアイデア創出やビジネスモデルの構築などを行う。


